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到達目標
【目標】
電磁気現象の基本的な法則を出発点として、電気磁気が関わるエネルギー変換の基礎を学習する。
この意味において、電磁エネルギー変換Ⅰの続編である。電磁エネルギー変換Ⅱでは、交流発電機（同期発電機）と交流電動機（誘導電動機、
同期電動機）を学習する。

【到達目標】
１.誘導電動機の動作や特性を理解できる。
２.同期発電機・同期電動機の動作や特性を理解できる。

ルーブリック
理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限の到達レベルの目安

(可) 未到達レベルの目安

評価項目1
誘導電動機について物理現
象を踏まえながら説明でき
る。

誘導電動機について原理・
構造を説明できる。

誘導電動機について原理・
構造を部分的に説明できる
。

誘導電動機を説明できない
。

評価項目2
同期発電機・同期電動機に
ついて物理現象を踏まえな
がら説明できる。

同期発電機・同期電動機に
ついて原理・構造を説明で
きる。

同期発電機・同期電動機に
ついて原理・構造を部分的
に説明できる。

同期発電機・同期電動機を
説明できない。

評価項目3

学科の到達目標項目との関係
学習・教育目標 C7
JABEE (d)
教育方法等

概要
電磁気現象の基本的な法則を出発点として、電気磁気が関わるエネルギー変換の基礎を学習する。
この意味において、電磁エネルギー変換Ⅰの続編である。電磁エネルギー変換Ⅱでは、交流発電機（同期発電機）と交
流電動機（誘導電動機、同期電動機）を学習する。

授業の進め方・方法 電気回路、電磁気学で学んだ内容を十分に理解しておくこと。三相誘導電動機の等価回路を理解するためには、変圧器
の等価回路を理解しておくことが前提となる。

注意点

本科目の成績は定期試験の成績のみならず，予習・復習等の自学自習の実施状況も考慮して判断される。したがって自
学自習の習慣を身に着けることが必要である。
授業中においても計算が必要になる。電卓を準備しておくことが必要。授業の予習・復習及び演習については自学自習
により取り組み学修すること。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 三相誘導電動機機の原理 フレミングの右手の法則，左手の法則をもとに誘導電
動機の原理を理解する

2週 三相誘導電動機機の原理と構造 三相誘導電動機機の構造について理解する。
3週 三相誘導電動機機の理論 滑りを踏まえ，三相誘導電動機機の理論を理解する。

4週 三相誘導電動機機の特性 三相誘導電動機機の速度特性，トルク特性，比例特性
を理解する。

5週 三相誘導電動機機の運転 三相誘導電動機機の始動方法，運転方法について理解
する。

6週 円線図と各種誘導機 円線図と各種誘導機について概要を理解する
7週 誘導発電機 誘導発電機について概要を理解する。
8週 中間試験

4thQ

9週 三相同期発電機の原理と構造 三相同期発電機の原理と構造の原理と構造，電気角と
機械角について理解する。

10週 三相同期発電機の等価回路と三相同期発電機の特性 三相同期発電機の等価回路と特性について理解する。

11週 三相同期発電機の出力と並行運転 三相同期発電機の出力と並行運転方式について理解す
る。

12週 三相同期電動機の原理 三相同期発電機の原理と等価回路について理解する。

13週 三相同期電動機の特性 三相同期発電機の入出力特性，トルク特性，位相特性
について理解する。

14週 三相同期電動機の始動とその利用 三相同期電動機の始動方法とその利用方法について理
解する。

15週 小形電動機と電動機の応用 ステッピングモータ，ブラシレスDCモータ，サーボモ
ータについて概要を理解する。

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週



専門的能力 分野別の専
門工学

電気・電子
系分野

電気回路

正弦波交流の特徴を説明し、周波数や位相などを計算できる。 4

後3,後4,後
5,後6,後
7,後10,後
11,後12,後
13,後14,後
15

平均値と実効値を説明し、これらを計算できる。 4

後3,後4,後
5,後6,後
7,後10,後
11,後12,後
13,後14,後
15

正弦波交流のフェーザ表示を説明できる。 4

後3,後4,後
5,後6,後
7,後10,後
11,後12,後
13,後14,後
15

R、L、C素子における正弦波電圧と電流の関係を説明できる。 4

後3,後4,後
5,後6,後
7,後10,後
11,後12,後
13,後14,後
15

交流電力と力率を説明し、これらを計算できる。 4

後4,後5,後
6,後7,後
10,後11,後
12,後13,後
14,後15

電磁気 電磁誘導を説明でき、誘導起電力を計算できる。 4

後1,後2,後
3,後4,後
5,後6,後
7,後9,後
10,後11,後
12,後13,後
14

電力

三相交流における電圧・電流(相電圧、線間電圧、線電流)を説明
できる。 4

後4,後5,後
6,後7,後
10,後11,後
12,後13,後
14,後15

電源および負荷のΔ-Y、Y-Δ変換ができる。 4

後4,後5,後
6,後7,後
10,後11,後
12,後13,後
14,後15

対称三相回路の電圧・電流・電力の計算ができる。 4

後4,後5,後
6,後7,後
10,後11,後
12,後13,後
14,後15

誘導機の原理と構造を説明できる。 4
後1,後2,後
3,後4,後
5,後6,後7

同期機の原理と構造を説明できる。 4
後9,後
10,後11,後
12,後13,後
14,後15

電気エネルギーの発生・輸送・利用と環境問題との関わりについ
て説明できる。 4

後3,後4,後
5,後6,後
7,後10,後
11,後12,後
13,後14,後
15

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ レポート 合計

総合評価割合 80 0 0 0 0 20 100
基礎的能力 40 0 0 0 0 20 60
専門的能力 40 0 0 0 0 0 40


